
法
寶
撰

『大
般
浬
槃
經
疏
」
に
お
け
る

一
闡
提
思
想

久

下

陞

一
、
本
疏
に
つ
い
て

二
、
撰
者
唐
沙
門
法
寶

三
、
『
一
乘
佛
性
究
竟
論
』
を
め
ぐ
る
問
題

四
、
本
疏
に
お
け
る
三
品
闡
提
説
批
到

五
、
「
未
合
藥
」
ど

「
而
爲
説
法
」

註

記

一
、

本

疏

に

つ
い
て

大
正
十
三
年
六
月
、
朝
鮮
總
督
府

か
ら
、

『
大
般
浬
槃
經
疏

唐
大
薦
輻
寺
沙

門
法
寶
逋
』
(玻
璃
版
)
と
し
て
出
版
さ

れ
た
本
書
は
、
大
正
十

一
年
七
月
、
當
時

朝
鮮
總
督
府
事
務
官
小
田
省
吾
氏
の
發
見
に
依

る
も
の
で
あ
り
、
朝
鮮
全
羅
南
道

順
天
郡
の
曹
溪
宗
の
古
刹
、
松
廣
寺

の
所
藏
で
あ
る
。

こ
れ
は
卷
第
九
、
第
十
の
二
卷
を
合
本
と
し
た
端
本
で
あ
る
が
、
各
巻
の
末
に

「

海
東
傳
数
沙
門

義
天

校

勘

壽
昌
五
年
巳
卯
歳
高
麗
國
大
興
王
寺
奉

宣
雕
造

將
仕
郎
司
宰
丞
同
正
臣

蒋

髦

書

」

の
刊
記
が
あ
り
、
出
版
に
當

っ
て
本
書

を
解
設
さ
れ
た
池
内

宏
博
士
は
、
高
麗

法
寶
撰

『大
般
涅
槃
經
疏
』
に
お
け
る
一
闡
提
思
想

肅
宗
四
年

(遼
道
宗
壽
昌
五
年
、

一
〇
九
九
)

に
大
覺
國
師
義
天
が
興
王
寺
に
お
い

(　
)

て
開
版
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
表
明
さ
れ
て
い
る
。

義
天
と
は
、
高
麗
文
宗
仁
孝
王
の
第
四
子
と
し
て
生
ま
れ
、
出
家
し
て
後
、
高

麗
宣
宗
八
年

(宋
の
元
祐
五
年
、

一
〇
九
〇
)
、
『
新
編
諸
宗
教
藏
總
録

』
(義
天
録
)

二
卷
を
編
集
、
さ
ら
に
興
王
寺
に
教
藏
都
監
を
置
き
、
高
麗
肅
宗
五
年

(宋
の
元

符
三
年
、

1
1
0
0
>

に
、
『高
麗
續
藏
』
四
千
餘
卷
の
刊
行
を
完
成
し
た
人
物
で

あ
る
。

そ
の
前
年
の
彫
版

に
よ
る
本
書
は
、
そ
の

『續
藏
』

の
片
鱗
で
あ
る
と
、
同
博

士
は
斷
定
さ
れ
て
い
る
。
『
新
編
諸
宗
教
藏
總
録
』
卷
第

一
に
よ
れ
ば
、
そ
の

「
大

涅
槃
經
」
の
部
に
、

(2
)

「
疏
二
卷
或
一卷

法
寳
述
」

と
あ
る
。
こ
れ
は
義
天
の
收
集
に
お
い
て
す
で
に
端
本
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
す
も

の
か
も
知
れ
な
い
。

こ
の
書
は
北
涼
曇
無
讖
譯

『
大
般
涅
槃
經
』
の
疏
で
あ

っ
て
、

卷
第
九
は
經
本

の
卷
第
十
五
、
梵
行
品
第
八
之

一
か
ら
卷
第
十
八
、
梵
行
品
第
八

之
四
ま
で
の
註
釋
で
あ
り
、

卷
第
十
は
經
本

の
卷
第
十
九
、
梵
行
品
第
八
之
五
か
ら
卷
第
二
十
三
、
光
明
遍
照

五
五



人

文

学

論

集

高
貴
徳
王
菩
薩
品
第
十
之
三
ま
で
の
註
釋
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
原
著
は
經
本
四
十
卷

の
疏
と
し
て
全
二
十
卷
に
近
い
著

作

で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
書

の
筆
は
刊
記
に
あ
る
よ
う

に
、
蒋
髦

の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
卷
第
九
の
第
十
三
丁
と
十
四
丁
、
同
卷
の
第
四
十
五
丁
と
四
十
六
丁
、
卷

第
十
の
第
三
十
四
丁
は
、
そ
れ
ぞ
れ
手
が
違

っ
て
い
る
。
就
中
、
卷
第
九
の
第
四

十
五
、
四
十
六
丁
は
敏
損
が
著
し
か

っ
た
と
見
え
て
相
當
部
分
が
墨
で
塗
り

つ
ぶ

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
卷
第
十
の
第
三
丁
と
四
丁
と
は
缺
け
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
卷
頭
に
附
さ
れ
た
餘
白
の
丁
に
次
の
よ
う
な
書
入
れ
が
あ
る
。

「
九
卷
四
十
五
六
丈
無
」
と
し
、
こ
れ
を
線
で
圍
み
、
そ
の
下
に

「
入
」
の
字
を

附
し
、
改
行
し
て
、

「
十
卷
初
三
四
丈
丈
無
三
十
四
丈
無
」
と
し
、
さ
ら
に
餘
白

を
置
い
た
右
肩
に
、

「
李
口
」
の
文
字

が
あ
り
、
下

の
字
は
剣
讃
困
難
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
池
内
博
士
は
次
の
如

く
推
定
を
下
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
は
三

た
び
の
補
刻
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
を
語
る
も
の
で
あ
る
。
上
記

の
書
入
れ
は
缺
板

の
指
摘
で
あ
る
。

「
入
」
の
字
は
李
某

な
る
も
の
の
補
刻
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

卷
第
十
の
第
三
十
四
丁

の
補
刻
は
そ
の
後
、
年
月
を
經
て
李
某
以
外
の
人
に
よ
っ

て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
同
卷
の
第
三
丁
と
第
四
丁
と
の
落
丁
は
終
に
補
刻
の

機
會
を
逸
し
て
現
状
に
至

っ
た
も
の
で
あ
り
、
卷
第
九
の
第
十
三
丁

と
十
四
丁
と

の
補
刻
は
書
入
れ
に
な
い
た
あ
、
す

で
に
李
某
以
前
に
補
刻
が
な
さ
れ
て
い
た
も

　M
　

の
で
あ
る
。

こ
の
書
は
我
が
国

に
お
い
て
は
す

で
に
奈
良
時
代
に
將
來
さ
れ
、
書
寫
さ
れ
た

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
大
屋
徳
城
博
士
は
大
正
十
三
年
六
月
、
朝
鮮
總

督
府
發
行
の

『朝
鮮
』
第

一
一
〇
号

に
、
『
涅
槃
經
疏

(法
寶
撰
)
の
日
本
傳
來
に

五
六

就
て
』
と
い
う
論
文
を
發
表
し
、
本
書
の
朝
鮮
で
の
發
見
に
ふ
れ
、
日
本
に
お
け

る
本
疏

の
存
在
に
つ
い
て
種
々
考
證
を
重
瓢

た
上
、
次
の
よ
う
に
結
論
さ
れ
て
い

る
。

「
以
上
の
記
述
を
綜
合
す
る
と
、
涅
槃
經
疏
に
就
て
知
り
得
る
こ
と
は
次
の
通
り

で
あ
る
。

e
涅
槃
經
疏
は

一
部
十
五
卷
で
あ
る
こ
と
。

口
涅
槃
經
疏
は
少
く
と
も
天
李
十
二
年
以
前
に
日
本
に
傳
は
り
し
こ
と
。
恐
ら
く

天
卆
七
年
玄
肪
の
請
來
に
係
る
も
の
な
ら
ん
。

⇔
涅
槃
經
疏
は
李
安
朝
の
初
め

一
百
年
頃
迄
は
確
に
存
在
せ
し
こ
と
。

四
涅
槃
經
疏
は
奈
良
朝
に
盛
に
寫
傳
せ
ら
れ
し
こ
と
。

㈲
其
後
の
存
在
に
就
て
は
研
究

の
餘
地
あ
れ
ど
も
、

目
下
の
と
こ
ろ
、
内
地
に
て
は
完
本
は
勿
論
、
零
本
も
存
在
は
明
か
な
ら
ざ
る

(4
)

こ
と
。」

さ
ら
に
、
惠
谷
隆
戒
博
士
は
論
文

『
一
乘
佛
教
受
容
の
形
態
-

特
に
法
寶
の

一
乘
佛
性
究
竟
論
と
そ
の
影
響
ー

』
に
お
い
て
次
の
如
く
述
べ
、
大
屋
博
士
の

説
を
確
認
さ
れ
て
い
る
。

「
正
倉
院
文
書
天
李
十
二
年
七
月
八
日
の
寫
經
所
啓

の
中
に
、

涅
槃
經
疏
十
五
卷

法
寶
師

と
あ
り
、
天
李
勝
寳
五
年
五
月

の
奉
寫
章
疏
集
傳
目
録
に
、

涅
槃
經
疏
十
五
卷

法
寶
師
撰

と
あ
る
と
こ
ろ
よ
り
見
れ
ば
、
既
に
奈
良
朝
時
代
に
我
國
に
將
來
せ
ら
れ
、
屡
書

(5
)

寫
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。」

『
東
域
傳
燈
目
録
』
の

「
大
涅
槃
經
」
の
項
に
、



(6
)

「
同
經
略
疏
十
五
卷

薦
幅
寺
法
寶

△
私
義
天
二
卷
」

と
あ
り
、
ま
た
、

『諸
宗
章
疏
録
』

の

コ
ニ
論
宗
章
疏
」

の
部
に
は
、

(7
)

「
涅
槃
略
疏
十
五
卷

法
寳
述
」

の
記
録
が
見
え
る
。

ま
た
、
惠
心
の

『
一
乘
要
決
』
卷
下
に

「
三
時
教
」
を
論
ず
る
文
が
あ
り
、
そ

の
中
に
左
の
如
き
挾
註
が
あ
る
。

(　
)

「
法
華
玄
賛
第

一
。
亦
引
二此
文
一立
三
二
時
教
幻
寶
師
涅
槃
疏
破
レ之
。
亦
如
レ是
。」

こ
れ
は
關
説
で
あ
り
、
直
接
の
引
文

は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
我
が
國
に
お
け
る

本
疏
披
見
の

一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
一
乘
要
決
』

の
成
立
は
寛
弘
三
年

(9
)

(
一
〇
〇
六
)

で
あ
る
。

前
述

の
大
屋
博
士
の
所
読
の
中
に
、

本
疏
が
夲
安
朝
の

初
め

一
百
年
ご
ろ
ま
で
は
確
實
に
存
在

し
て
い
た
と
い
う
結
論

の
一
つ
が
示
さ
れ

て
い
た
が
、
そ
の
立
証
は
比
叡
山
の
僭
安
然
の
著

『
悉
曇
藏
』
の
中
に
本
疏
の
引

用
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
序
文

に
よ
れ
ば
、
本
書
は
元
慶

　o
　

四
年

(八
八
〇
)

の
成
立
で
あ
る
。

『
一
乘
要
決
』
は
、
こ
れ
よ
り
さ
ら
に
百
三

十
年
ば
か
り
日
本
に
お
け
る
そ
の
存
在
の
確
證
を
延
長
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

二
、
撰
者
唐
沙
門
法
寶

唐
沙
門
法
寶
は
元
奘
門
下
の
俊
英

と
し
て
、
特
に
倶
舎
論
の
學
者
と
し
て
そ
の

名
が
喧
傳
せ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
著

『
倶
舎
論
疏
』
は
、
我
が
國

へ
の
流
傳

の
記

録

で
は

『智
證
大
師
請
來
目
録
』
に
そ
の
名
を
列
し
て
い
る
。

(　
)

「
倶
舎
論
疏

一
十
五
卷
+
四

+
五
未
到
。
寳
公
」

.

し
か
し
、
そ
の
生
沒
の
年
は
不
明

で
あ
り
、
傳
も
不
詳
で
あ
る
。
『宋
高
僭
傳
』

法
寶
撰

『大
般
涅
槃
經
疏
』
に
お
け
る
一
闡
提
思
想

卷
第
四
に
は
簡
略
な
傳
の
中
に
次
の
如
き
挿
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
釋
法
寶
。
亦
三
藏
奘
師
學
法
之
神
足
也
。
性
靈
敏
利
最
所
レ先
焉
。
奘
初
譯
二婆

沙
論
一畢
。
寶
有
二疑
情
殉
以
二非
想
見
惑
一請
二盆
之
殉
奘
別
以
二
十
六
字
一入
二乎
論

中
℃
以
遮
二難
辭
殉
寶
白
レ奘
日
。
此
二
句
四
句
爲
二梵
本
有
無
殉
奘
日
。
吾
以
二義

意
一酌
レ情
作
耳
。
寶
日
。
師
豈
宜
下以
二凡
語
一増
申
加
聖
言
量
よ乎
。

奘
日
。

斯
言

不
レ
行
我
知
レ之
矣
。
自
レ
此
包
蝋二
烋
頡
三頏
于
奘
之
門
幻

至
三乎
六
離
二合
釋
義
殉
倶

(12
)

舎
宗
以
レ寶
爲
二定
量
一矣
。」

玄
奘
の
譯
場
に
列
し
な
が
ら
、
必
ず
し
も
師
の
1j11'1
に
從
わ
ず
、
譯
語
に
對
し
て
疑

義
を
呈
し
、
法
の
た
め
に
は
當
時
繦
大
と
目
さ
れ
て
い
た
師

の
權
威
に
服
せ
ず
、

所
信
を
表
明
し
て
讓
ら
な
い
そ
の
態
度
は
、
氣
鏡
の
學
僣
の
面
目
が
躍
如
と
し
て

い
る
。

「
性
靈
敏
利
」
と
い
い
、

「
黒
烋
頡
頏
」
と
い
う
評
語
は
、
大
樹
の
陰
に

寄
ら
ん
と
す
る
衆
信
の
風
潮
の
中
に
あ

っ
て
、
あ
く
ま
で
孤
高
を
持
せ
ん
と
す
る

彼

の
姿
勢
を
望
見
さ
せ
る
。

玄
奘

の

『
阿
毘
逹
磨
大
毘
婆
沙
論
』
の
譯
出
は
唐
の
顯
慶
元
年

(六
五
六
)

か

ら
四
年

(六
五
九
)
に
か
け
て
で
あ
る
。
當
時
彼
の
歳
は
恐
ら
く
二
十
臺
の
末
か
、

三
十
臺

の
初
め
で
は
な
か
っ
た
か
。
師
と
の
問
答
を
見
れ
ば
、
少
壯
氣
鏡
の
觀
あ

り
と
は
い
え
、
二
十
臺

の
若
輩
と
は
見
え
ず
、
さ
り
と
て
巧
智
を
經
た
こ
れ
以
後

の
年
嵩
と
も
思
え
な
い
。だ
と
す
れ
ば
彼
の
出
生
は
、
唐
の
貞
觀
元
年

(六
二
七
)

頃

に
置
く
の
が
安
當
で
あ
ろ
う
。

同
傳

は
つ
い
で
次

の
如
く
述
べ
て
い
る
。

「
光
師
往
往
同
二迦
濕
彌
羅
餘
師
禮
記
衍
字
一也
。

時
光
寳
二
法
師
若
二什
門
之
融

叡
一焉
。
後
越
二精
義
學
一令
問
孔
膠
。

長
安
三
年
於
三
碣
先
寺
京
西
明
寺
幻
預
二義

(　
)

淨
譯
場
ゆ
寳
與
二法
藏
勝
莊
等
幻
證
義
。
于
レ時
頗
露
二頭
角
幻
莫
二
之
與
京

一歟
。
」

五
七



人

文
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集

普
光
と
共
に
玄
奘
門
下
の
雙
璧
と
し
て
、
羅
什
門
下

の
道
融
と
僣
叡
に
比
せ
ら

れ
て
い
る
。
普
光
の

『
倶
舎
論
記
』
も
法
寶
の

『
倶
舎
論
疏
』
も
共

に

玄

奘

譯

『
阿
毘
逹
磨
倶
舎
論
』
の
疏

で
あ
り
な
が
ら
、
普
光

の
疏
は
秘
か
に
師
か
ら
傳
授

(14
)

を
禀
け
た
正
義
と
さ
れ
、

こ
れ
に
對

し
法
寶

の
そ
れ
は
、
普
光
の
著

に
滿

足

せ

ず
、
た
め
に
筆
を
執

っ
た
も
の
と
い
わ
れ
、
快
道
林
常
撰
の

『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論

法
義
』
卷
第

一
は
次

の
よ
う
に
傳
え
て
い
る
。

「普
光
多
解
。
無
レ可
レ
取
レ訣
。
無
實
相
傳
失
レ
信
。
法
寶
嘆
息
不
レ止
。
是
故
撰
レ

(15
)

疏
開
二解

一
時
幻
怯
二
泰
光
非
↓
如
二不
染
汚
辨
。
五
縛
論
一實

一
人
而
己
。」

疏
中
に
は
し
ば
し
ば
普
光

の
説
を
論

駁
し
て
い
る
し
、
舊
譯

(眞
諦
譯

『
阿
毘
達

磨
倶
舎
釋
論
』
)
を
時
に
引
用
し
て
師
譯
の
本
論
に
對

し
て
い
る
。

ま
た
、
普
光
と
法
寶
と
の
玄
奘
に
對
す
る
呼
稱
が
次
の
如
く
對
照
的
で
あ
る
。

「至
三
二
百
年
末
殉
迦
多
衍
尼
ヱ・
。
造
二發
智
論
℃
二
萬
五
千
頌
。
後
代
誦
者
廣
略

不
レ同
。

一
本

一
萬
八
千
頌
。

一
本

一
萬
六
千
頌
。
此
本
師
和
上
所
レ飜
」

(『倶
舎

(16
)

論
記
』
巻
第

一
)

「
至
三
二
百
年
末
叩
迦
多
衍
尼
子
。
造
二發
智
論
弔
二
萬
五
千
頌
。
後
代
誦
者
廣
略

不
レ同
。

一
本

一
萬
八
千
頌
。

一
本

一
萬
六
千
頌
。
此
本
師
是
唐
三
藏
所
レ飜
」

(17
)

(『倶
舎
論
疏
』
巻
第

一
)

普
光
は

「和
上
」

(帥
ち
我
親
数
師
)
と
敬
稱
し
、
こ
れ
に
對
し
て
法
寶
は

「
唐
三

(　
)

藏
」
ど
呼
び
、
語
を
意
識
的
に
改
め
て
い
る
。
こ
こ
に
も
師
弟
の
私
情
を
斷

っ
て

筆
を
進
め
て
い
る
法
寶
の
姿
勢
が
鮮
か
に
認
め
ら
れ
る
。

鼕

の
著

『阿
爨

磨
堡

、論
指
要
鈔
』
卷
箜

に
、
(P
)

「
寶
疏
之
作
。
恐
是
法
師
未
レ投
三
二
藏
輪
下
一之
前
也
歟
。
」

と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た
彼

の
學
究
的
態
度
を
捉
え
た
所
見
で
あ
ろ
う
。

五
八

こ
の
態
度
は
彼
の
生
涯
を
通
じ
て
堅
持
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
上
記
の
傳

に
、
長
安
三
年
に
義
浄
の
譯
場
に
列
し
た
記
事
が
あ
る
が
、

『
開
元
釋
教
録
』
卷

第
九
の

「
沙
門
釋
義
淨
」
の
章
に
も
ま
た
、

「
久
視
已
後
方
自
翻
譯
。
師
以
久
靦
元
年
庚
子
至
二長
安
三
年
癸
卯
ゆ
於
二東
都
輻

先
寺
及
西
京
西
明
寺
幻
譯
二金
明
最
勝
王
。
能
斷
金
剛
般
若

(略
)

及
龍
樹
勸
誡

頌
ゆ
已
上
二
十
部

一
百

一
十
五
卷
。
北
印
度
沙
門
阿
濔
眞
那
證
梵
文
義
。
沙
門
波

,崙
復
禮
慧
表
智
積
等
筆
受
證
文
。
沙
門
法
寶
法
藏
徳
感
成
莊
祚
英
仁
亮
大
儀
慈
訓

(20
)

等
證
義
。
」

と
あ
り
、
久
覗
元
年

(七
〇
〇
)
か
ら
長
安
三
年

(七
〇
三
)

に
か
け
て
輻
先
寺
と

西
明
寺
に
お
け
る
義
淨
の
譯
場
に
あ
っ
て
、
證
義

の
役
職
を
勤
め
た
旨
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
如
く
彼
が
貞
觀
初
年
の
頃
の
出
生
だ
と
す
れ
ぼ
、
こ
の

頃
す
で
に
七
十
歳
を
越
え
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
鏡
敏
な
頭
腦
は
老
年
に
及

ん
で
も
な
お
衰
え
を
見
せ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

>>l'

『
1
乘
佛

性
究
竟

論
」

を
め

ぐ

る
問

題

法
寶
に
は
今

一
つ
重
要
な
著
作
が
あ
る
。
我
が
國
で
傳
教
と
徳

一
と
の
激
し
い

論
諍

の
地
盤
と
な

っ
た

『
一
乘
佛
性
究
竟
論
』
が
そ
れ
で
あ
る
。
玄
奘
の
新
譯
佛

教
が
主
張
す
る
三
乘
眞
實

一
乘
方
便
、
衆
生

一
分
無
佛
性
の
説
を
破

す

る

た

め

に
、

一
乘
爲
究
竟
三
乘
爲
方
便
、

一
切
衆
生
悉
有
佛
性
を
強
調
し
た
の
が
こ
の
書

で
あ
る
。

彼
は
涅
槃
宗

の
學
者
で
あ
っ
た
。

こ
の
立
場
か
ら
、
玄
奘
の
門
に
入
り
、
こ
の

偉
大
な

「
唐
三
藏
」
を
中
心
と
す
る
新
譯
事
業
に
參
加
し
て
も
、
な
お
か
つ
こ
の

劃
期
的
な
存
在
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
新
譯
經
論
に
封
し
て
全
面
的
に
信
奉
す
る
こ



と
は
で
き
な
か
っ
た
。
新
譯
が
舊
譯

の
思
想
を
驅
逐
し
、
學
界
が
擧

っ
て
新
譯
に

走
る
風
潮
に
つ
い
て
ゆ
け
な
か
っ
た
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
新
譯
が
行
性
論
に
據

っ
て

一
分
無
性
を
主
張
す
る
立
場
に
、
根
本
的
に
賛
同
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。

一
切
の
衆
生
に
夲
等
に
佛
性
を
認
め
る
眞
如
佛
性
説
の
立
場
を
擁
護
し
つ
づ

け
た
の
で
あ
る
。
彼
と
て
も
、
縁
因

で
あ
る
行
性
に
不
同
が
あ
る
こ
と
を
認
め
は

し
た
。
し
か
し
行
性

の
根
拠
に
理
性

を
置
き
、
こ
れ
こ
そ
夲
等
で
あ
り
、
正
因
で

(21
)

あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
玄
奘
門
下

の
主
流
派

の
俊
英
、
慧
沼
は

『
能
見
申
邊
慧
日
論
』

三
卷
を
著
し
て
法
寶

の
読
を
破
斥
せ
ん
と
し
た
。
こ
れ
が
今
ま
で
の
佛
性
論
諍
に

一
段
の
精
彩
を
與
え
、
中
國
で
の
論
諍
を
繦
頂
に
ま
で
高
め
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ

は
海
を
渡

っ
て
我
が
國
に
飛
火
し
、
再
炎
す
る
。

傳
教
と
徳

一
と
の
論
諍
は
弘
仁
六
年

(八
一
五
)
の
晩
秋
か
ら
弘
仁
十

一
年

(八

二
〇
)
ま
で
續
け
ら
れ
、
傳
教
入
寂
の
前
年
に
著
さ
れ
た

『法
華
秀
句
』

に
よ
っ

て
收
東
を
見
る
に
至

っ
て
い
る
。

こ
の
後
、
約
百
七
十
年
を
經
た
寛
弘
三
年

(
一

〇
〇
六
)
に
成
立
し
、

今
ま
で
の
論
諍

の
過
程
を
集
大
成
し
、

理
論
的
に
決
着
を

つ
け
た
と
目
さ
れ
る
惠
心
の

『
一
乘
要
決
』
は
、
こ
う
し
た
論
諍
の
樞
要
を
著
者

の
論
述
を
軸
に
し
て
展
開
さ
せ
て
い
る
。

我
が
國
に
お
け
る
論
諍
は
、
中
國

の
そ
れ
よ
り
も
い
っ
そ
う
細
微
を
盡
す
が
、

基
本
的

に
論
じ
ら
れ
た
主
題
の
大
綱

は
、
か
く
し
て
戰
わ
れ
た
も
の
の
移
植
で
あ

る
。
か
く
見
れ
ば
、
法
寶

の

『
一
乘
佛
性
究
竟
論
』
は
佛
性
論
諍
に
お
い
て
大
陸

と
我
が
國
と
を
結
ぶ
楔
と
も
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

(22
)

ど
こ
ろ
が
こ
の
書
は
散
逸
し
て
、
第
三
卷

の
み
現
存
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
我
が

國
に
殘
さ
れ
た
こ
の

一
卷
は
、
そ
の
書
体
か
ら
、
ま
た
則
天
文
字
が
使
用
さ
れ
て

法
寳
撰

『大
般
涅
槃
經
疏
』
に
お
け
る
一
闡
提
思
想

い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
あ
る
い
は
法
寶

の
自
筆
本
で
は
な
い
か
と
も
言

わ

れ

て

い

(23
)

る
。

『
一
乘
要
決
』
に
よ
れ
ば
、

「
大
唐
佛
授
記
寺
沙
門
法
寶
造
六
卷
章
名
二
一
乘
佛
性
究
竟
論
殉

破
三
二
乘
五
性

(24
)

義

一立
二
一
乘
佛
性
義
一」

と
註
記
さ
れ
て
お
り
、
六
卷
の
書
で
あ

っ
た
こ
と
が
明

示
さ
れ
て
い
る
。

・

、

と
こ
ろ
が
、
大
屋
徳
城
博
士
に
よ
っ
て
、
石
山
寺
所
藏
本
申
、
そ
の
第

一
、
第

二
、
第
四
、
第
五
の
四
卷
の
古
寫
本
が
發
見
さ
れ
た
由
傳
え
ら
れ
た
が
、
そ
の
後

(25
)

の
所
在
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
幸
い
に
も
、
こ
こ
に
惠
谷
隆
戒
博
士
に
よ
る
昭

和
八
年
か
ら
九
年
に
わ
た
っ
て
な
さ
れ
た
金
澤
文
庫
現
存
古
鈔
本
の
調
査
中
、
は

か
ら
ず
も
發
見
さ
れ
た

『
一
乘
佛
性
權
實
論
』
三
卷
が
あ
る
。
こ
の
書
は

一
行

二

十
字
、

一
ペ
ー
ジ
八
行
に
書
か
れ
た
筆
蹟
す
ぐ
れ
た
古
寫
本
で
あ
る
。
た
だ
し
、

三
度
に
わ
た
っ
て
書
繼
が
れ
た
形
跡
が
あ
る
。
著
者
と
し
て
は

「
唐
大
開
業
寺
沙

門
法
寶
述
」
と
な
っ
て
お
り
、

『
一
乘
佛
性
究
竟
論
』
が
單
に

「
沙
門
法
寶
述
」

と
す
る
の
と
相
違
し
て
い
る
。

で
は
、
こ
の
兩
書

の
關
係
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
惠
谷
博
士
は
そ
れ
ぞ
れ
各
章

を
細
か
に
對
比
檢
討
し
た
上
、
次
の
よ
う
に
推
定
さ
れ
て
い
る
。

「
權
實
論
と
究
竟
論
と
は
、
大
體
に
於
て
同
文
で
あ
る
が
、
所
に
よ

っ
て
は
多
少

出
沒
が
あ
る
か
ら
同
本
異
名
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
然
ら
ば
權
實
論
と
究
竟
論

と
は
、
何
れ
が
古
名
で
あ
る
か
に
就
い
て
は
、
容
易
に
斷
定
し
難

い
が
、
石
山
寺

所
藏
の
究
竟
論
は
、唐
筆
又
は
奈
良
朝
寫
本
か
と
思
は
れ
る
-)
、道
慈
の
門
人
、
大

安
寺
の
慶
俊
が

一
乘
佛
性
究
竟
論
記
六
卷
を
著
し
て
ゐ
る
點
よ
り
見
て
、

一
乘
佛

(26
)

性
究
竟
論
の
方
が
舊
名
で
、
後
に
權
實
論
と
改
名
し
た
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。」

ま
た
、
高
峯
了
洲
博
士
は
、

『
大
日
本
續
藏
經
』
所
收

の
『
一
乘
佛
性
究
竟
論
』

五
九



人

文

學

論

集

卷
第
三
と

『
一
乘
佛
性
權
實
論
』
と
の
對
照
に
よ

っ
て
、
そ
の
異
同
の
顯
著
な
點

(27
)

に
つ
い
て
檢
討
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
類
似
と
相
違
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

多
く

の
問
題
を
殘
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
、

『
權
實
論
』
は

『究
竟
論
』
の
草
稿

本
で
は
あ
る
ま

い
か
と
思
わ
れ
る
。

今
後
は
惠
谷
博
士
の
見
解
を
據
り
所
に
両
書
を
同
本
異
名

の
書
と
し
て
扱

い
、

そ
れ
を
日
本
に
お
け
る
佛
性
論
諍
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
今
ま
で

明
確
化
さ
れ
な
か
っ
た
そ
の
過
程
と
、
そ
の
對
立
す
る
立
場
を
明
ら
め
る
必
要
が

あ
る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
傳
教
と
徳

一
の
論
諍
に
お
い
て
、
兩
者

の
討
論
が
法

寶

の
論
を
下
敷
き
と
し
て
そ
の
地
盤

の
上
で
戰
わ
れ
た
場
合
、
ど
こ
ま
で
が
法
寶

の
言
で
あ
り
、
思
想
で
あ
る
か
、
こ
の
こ
と
は
同
時
に
ど
こ
ま
で
が
傳
教
の
そ
れ

で
あ
り
、
徳

一
自
身
の
そ
れ
で
あ
る
か
、
そ
の
区
分
さ
え
明
確
に
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
。
二
者
、
三
者
、
さ
ら
に
は
法
寳
の
批
到
者
慧
沼
を
加
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

思
想

の
映
像
が
混
迷
し
そ
の
輪
郭
さ
え
分
明
に
さ
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
姿
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
に
お
け
る
佛
性
論
諍
、
大

陸
を
背
負

っ
た
こ
の
論
諍
の
様
相
と
性
格
を
、
よ
り
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

私
は
さ
き
に
、
傳
教

の
著

『
守
護
國
界
章
』
卷
下
之
中

「
救
眞
如
所
縁
縁
種
子

第
四
」
に
收
録
さ
れ
た
論
諍
の
内
容

と
、
そ
の
下
敷
き
と
さ
れ
た
法

寶

の
所

論

『
一
乘
佛
性
權
實
論
』
卷
第
二

「
破
法
爾
五
性
章
第
七
、
第
四
破
西
方
釋
眞
如
所

縁
縁
種
子
」

の
章
と
を
照
合
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
論
者
の
主
張
と
言

句

を
區

分

し
、
日
本
に
お
け
る
論
諍

の
過
程
を

一
部
な
り
と
も
明
ら
か
に
せ
ん
と
し
て
、
小

論

『守
護
國
界
章
と

一
乘
佛
性
權
實

と
に
お
け
る
眞
如
所
縁
縁
種
子

の
問
題
』
を

(28
)

發
表

し
た
。

六
〇

以
上
、

『
一
乘
佛
性
究
竟
論
』
な
ら
び
に

『
ド
乘
佛
性
權
實
論
』
の
意
義
と
喚

起
さ
れ
た
問
題
の
概
略
に
ふ
れ
た
が
、
こ
の

『
大
般
涅
槃
經
疏
』
は
上
記
兩
書
に

劣
ら
な
い
重
要
な
著
作
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
成
立
の
前
後
は
俄
に
定
あ
難

い
が
、
疏
中
に
述
べ
ら
れ
た
思
想
は
佛
性
論
諍
に
投
影
し
た
彼

の
思
想
の
光
芒
を

捉
え
る
に
當

っ
て
貴
重
な
資
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

端
本
と
は
い
え
、
そ
の
第
九
、
第
十
の
兩
卷
が
、
た
ま
た
ま
、
『
涅
槃
經
』
の
第

一
部
と
も
い
う
べ
き
主
と
し
て

一
闡
提
不
成
佛
が
説
か
れ
た
部
分
と
、
第
三
部
と

も
い
う
べ
き
闡
提
成
佛
、
悉
有
佛
性

へ
徹
底
し
て
い
っ
た
部
分
と
の
中
間
、
即
ち

第
二
部
と
も
い
う
べ
き
思
想
展
開
の
橋
梁
的
部
分
に
相
當
す
る
諸
品
の
疏
で
あ
る

た
め
に
、
經
文
に
樹
し
て
彼
が
い
か
に
そ
の
對
立
を
克
服
理
解
し
て
い
っ
た
か
、

そ
れ
を
明
ら
か
に
し
え
た
な
ら
ば
、
上
記
兩
論
に
は
見
ら
れ
な
い
彼
の
思
想
の
陰

影
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
小
論
は
そ

う
し
た
志
向
の
試
み
の

一
端
で
あ
る
。

四
、
本
疏
に
お
け
る
三
品
闡
提
説
批
判

『大
般
涅
槃
經
』
卷
第
二
十
、
梵
行
品
第
八
之
六
に
次

の
如
く
説
か
れ
て
い
る
。

「
大
王
。

一
闡
提
輩
分
別
有
レ
ニ
。

一
者
得
二現
在
善
根
℃
二
者
得
二後
世
善
根
ゆ

如
來
善
知
下
一
闡
提
輩
能
於
二現
在
一得
申
善
根
上者
則
爲

詭
レ法
。
後

世
得
者
亦

爲

説
レ法
。
今
雖
二無
盆
一作
二後
世
因
幻
是
故
如
來
爲
二
一
闡
提

一演
二読
法
要
殉

一
闡

提
者
復
有
三
一種
殉

一
者
利
根
。
二
者
中
根
。
利
根
之
人
於
二現
在
世
一能
得
二善
根
ゆ

(29
)

中
根
之
人
後
世
則
得
。
諸
佛
世
尊
不
二空
読
7法
。
」

こ
れ
は
阿
闍
世
王
が
父
に
逆
害
を
加
え
る
と
い
う
大
罪
を
犯
し
、
そ
の
責
め
苦
に

沈
ん
で
い
る
と
き
、
名
醫
老
口婆
が
慰
喩
に
よ

っ
て
佛

の
大
悲
を
説

い
た

一
篩
で
あ



る
。

一
闡
提
に
二
種

の
機
類
が
あ
る
。

一
に
は
利
根
、
「
得
現
在
善
根
」
で
あ
り
、

二
に
は
中
根
、
印
ち

「
得
後
世
善
根

」
で
あ
る
。
如
來
は
こ
の
い
ず
れ
に
も
論
法

し
た
ま
う
。
し
か
も
共
に
無
盆

の
説

法
で
は
な
い
。
現
世
と
後
世
と
の
違
い
こ
そ

(°
>

あ
れ
、

一
闡
提
は
そ
の
説
法
に
よ
っ
て
生
善
し
、
利
根
も
中
根
も
共
に
如
來
の
救

濟
の
對
象
た
り
う
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば

一
闡
提
は
断
善
根
で
は
な

く
な
り
、
未
來
に
お
い
て
得
道
の
可
能
性
を
も
つ
こ
と
と
な
る
。
斷
善
根
と
さ
れ

た

一
闡
提
に
生
善
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

一
闡
提
成
佛

の

宣
言
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
こ
の
解
釋
に

疑
惑
が
あ

る
。
こ
こ
に
は
利
根
と
中
根
と
が
説
か
れ
て

い
る
。
こ
の
論
法
で
い
け
ば
當
然
、
下
根
に
つ
い
て
も
説
か
れ
る
は
ず
で
は
な
か

っ
た
か
。
そ
れ
は
ど
う
な
っ
た
か
、
默
殺
さ
れ
て
し
ま

っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

法
寶
は

「
遠
云
」
と
し
て
次
の
如
き
釋
を
紹
介
し
て
い
る
。

「汎
論
二闡
提
一有
三
二
種
二

者
上
品
聞
レ經
微
能
生
レ信
二
者
中
品
聞
レ經
不
レ信

(　M
)

不
レ謗
遠
能
發
二
生
未
來
善
根
一三
者
下
品
不
レ信
生
レ
謗
佛
不
二爲
読
一故
略
不
レ擧
」

(32
)

こ
の
文
は
慧
遠
の

『
大
般
涅
槃
經
義

記
』
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
り
、

「
遠
」
と
は
隋

淨
影
寺
慧
遠
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
釋
に
よ
れ
ば
、

一
闡
提
に
は

「
微
能
生
信
」

の
上
晶
と

「
不
信
不
謗
」
の
中
品
と

「不
信
生
謗
」
の
下
品
と
の
三
種
が
あ
り
、

下
品
は
到
底
生
善
の
見
込
み
な
し
と
し
て
佛
か
ら
も
見
放
さ
れ
て
い
て
、
省
略
さ

れ
て
し
ま

っ
た
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

更
に
法
寶
は
、

「
延
云
」
と
し
て
他

の
一
説
を
紹
介
し
て
い
る
。

「延
」
と
は

(M
>

慧
遠
と
並
び
稱
せ
ら
れ
た
涅
槃
宗

の
名
僣
曇
延

で
あ
る
。
こ
の

「
遠
」
と

「延
」

は
隋
代
に
お
け
る
涅
槃
學
の
代
表
的

權
威
で
あ

っ
た
。
法
寶
が
引
用
し
た
の
は
次

法
寶
撰

『大
般
涅
槃
經
疏
』
に
お
け
る
一
闡
提
思
想

(34
)

の
文
で
あ
る
。

「
延
云

一
者
現
在
得
レ益
二
者
來
世
得
レ盆
三
者
畢
竟
無
レ
盆
前
之
二
種
如
來
爲
説

(35
)

後
之

一
種
不
レ可
二爲
諡
一經
1j11�
二未
合
藥
一似
レ是
下
根
不
一一爲
読
一也
」

斷
善
根
ど
い
わ
れ
る

一
闡
提
は
如
来
の
説
法
に
よ
っ
て
現
在
に
善
根
を
生
じ
る
場

合
と
、
未
来
世
に
善
根
を
生
じ
る
場
合
と
の
二
種
が
あ
り
、
経
文
に
は
こ
れ
が
示

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
第
三
の
場
合
は
ま
さ
に
下
根
と
い
う
べ
く
、
あ
る
に
は
あ
り

な
が
ら
、
如
来

の
説
法
か
ら
除
外
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

法
寶
は
こ
れ
ら
三
種
闡
提

の
説
に
賛
同
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
經
が
下
根
を

説

か
ず
、

一
闡
提
を
二
品
に
分
け
て
上
中
と
し
、
下
根
が
除
外
さ
れ
て
し
ま

っ
た

理
由
は

「
不
爲
説
」
で
あ
り
、

「略
不
擧
」
と
説
明
し
、
本
文
に
な
い
下
根
を
想

定

し
て
擴
大
解
釋

に
及
び
、
下
根
闡
提
、
畢
竟
闡
提
は
經
文

の
餘
地

の
敷
衍
で
あ

る
と
す
る
兩
者
の
論
の
行
き
過
ぎ
を
嚴
し
く
批
到

し
て
い
る
。

法
寶
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
こ
の
經
文

は

「
明
根
差
別
也
」
ど
言

い
、
以
下
、
次

の

如
く
述
べ
て
い
る
。

「
然
不
レ論
二下
根
一者
以
レ不
レ能
レ斷
レ善
故
前
世
斷
レ善
若
非
二現
續
一印
於
二地
獄
一

(36
)

生
時
死
時
續
故
必
無
レ不
レ續
レ善
而
生
二人
中
一者
故
」

こ
こ
に
下
根
が
示
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
完
全
な
斷
善
根
と
い
う
も
の
は
あ
り
え
な

い
か
ら
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
も
し
、
前
世
に
斷
善
あ
り
、
續
善

の
こ
と
な
け
れ
ば
地
獄
に
入
る
時
、
あ
る
い
は
地
獄
を
出
る
時
、
そ
の
時
に
生
善

が
あ

っ
た
は
ず
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
論
の
根
據
は

『
涅
槃
經
』
に
あ

る
。
師
ち
、

「
迦
葉
菩
薩
白
レ佛
言
。
世
尊
。
如
レ是
之
人
何
時
當
三能
還
生
二善
根
殉
佛
言
。
善

(37
)

男
子
。
是
人
二
時
還
生
一一善
根
一。
初
入
ご地
獄
一出
二地
獄
一時
。」

六

一



人

文

學

論

集

入
獄

の
時
に
生
善
す
る
の
は
利
根

の
人
で
あ
る
。
こ
こ
に
至

っ
た
と
き
初
め
て
因

果

の
理
法
に
め
ざ
め
る
と
言
う

べ
き
で
あ
る
。
鈍
根
の
人
は
出
獄
の
時
、
師
ち
獄

中

の
呵
責
が
絡

っ
た
と
き
、
初
め
て
目
覺
め
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
中
根
は
あ

り
え
な
い
。
何
と
な
れ
ば
獄
中
の
苦
悶
が
そ
の
餘
裕
を
與
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

か
よ
う
に
地
獄

の
贖
罪
を
經
て
生
じ
て
き
た
人
間
で
あ
る
以
上
、
も
は
や
完
全
な

斷
善
は
あ
り
え
な
い
。
下
根
が
示
さ

れ
な
か
っ
た
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
と
法
寶
は

い
う
の
で
あ
る
。

法
寶
は
續
善
の
可
能
性
を
斷
善
の
不
可
能
性
の
上
に
置
い
て
論
じ
て
い
る
。

ヅ

闡
提
と
は
現
在
に
お
け
る
樣
相
に
す
ぎ
な
い
。
未
來
に
お
い
て
善
根
を
得
る
可
能

性
を
も

っ
た
斷
善
根
で
あ
る
。
そ
れ
は
過
去
に
お
い
て
斷
善
と
い
う
こ
七
が
不
可

能

で
あ

っ
た
こ
と
に
よ

っ
て
立
證
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

法
寶
は
次
に

『
涅
槃
經
』
迦
葉
品

の
文
句
、
お
よ
び

『倶
舎
論
』
の
文
を
引
用

し
て
次

の
如
く
論
じ
て
い
る
。

(　
)

「
下
經
云
何
等
人
輩
能
斷
二善
根
一答
若
有
二
聰
明
點
慧
利
根
能
善
分
別
一
遠
二
離
善

(39
)

友

一不
レ聽
二正
法
一不
二善
思
惟
一不
二
如
法
行
一能
斷
二善
根

一又
云
斷
二
善
根
一
者
非
二

(40
)

是
下
劣
愚
鈍
之
人
一又
倶
舎
云
見
行
人
能
斷
非
二愛
行
人
一既
無
二信
等

一可
レ
分
二
上

(41
)

下
一故
知
師
是
就
二利
鈍
一分
」

聰
明
、
點
慧
、
利
根
に
こ
そ
斷
善
根

は
あ
る
の
だ
と
い
い
、
下
劣
、
愚
鈍
の
人
に

は
斷
善
根
は
不
可
能

だ
と
い
う
こ
と
を

『
涅
槃
經
』

に
よ
っ
て
示
し
、

さ

ら

に

『
倶
舎
論
』
に
よ
っ
て
断
善
は
見
行
人
に
あ
り
、
愛
行
人
で
は
な
い
と
い
う
。
迷

理
の
惑
に
こ
そ
斷
善
は
あ
り
、
本
能
、
情
意
の
惑
に
は
な
い
と
主
張
す
る
。
そ
の

理
由
は
斷
善
根
が
信
等

の
五
根
の
斷

に
あ
る
と
は
い
え
、
も
と
も
と
因
果
撥
無

の

邪
見
に
發
す
る
以
上
、
そ
の
根
源
は
信
根

の
斷
に
あ
る
。
そ
れ
は
利
巧
の
人
に
し

六
二

て
は
じ
め
て
可
能
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
利
根
な
る
が
故
に
、
完
全
な
噺
善
根
は

不
可
能
と
な
る
。
こ
の
機
微
に
續
善
根
の
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う

べ

き
で
あ
る
。
法
寶
の
こ
の
主
張
の
背
後
に
は
、

『
倶
舎
論
』
の
次

の
如
き
續
善
根

の
命
題
が
す
え
ら
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

「
善
根
斷
已
由
レ何
復
續
。
由
二疑
有
見
殉
謂
因
果
中
有
レ時
生
レ疑
。
此
或
應
レ有
。

或
生
二正
見
一定
有
非
レ無
。
爾
時
善
根
得
還
續
起
。
善
得
起
故
名
二續
善
根
ご

(24
)

(
『阿
毘
逹
磨
倶
舎
論
』
巻
第
十
七
)

「
疑
有
」
と
は
正
見
の
前
提

で
あ
り
、

「見
」
と
は
正
見
で
あ
る
。
信
根
の
斷
は

「
疑
」
に
あ
る
。
因
果

の
理
に
對
す
る
疑
惑
に
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
コ
疑
」
は

續
善
根

の
重
要
な
契
機
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
れ
は
自
己
の
獨
斷
に
封
す
る

疑
惑
と
な
っ
て
、

「謂
因
果
中
有
レ時
生
レ疑
。
此
或
應
レ有
。」
と
思
い
返
し
、
定

ん
で
因
果

の
法
は
無
で
は
な
い
と
思
い
至
り
、
正
見

へ
の
壁
を
切
り
開
く
端
初
と

な
る
。
そ
れ
は
利
根
な
る
が
故
の
作
用
で
あ
る
。
迷
惑
で
あ
り
、
覺
醒
で
あ
る
。

こ
れ
は
新
た
な
る
善
根
の
萠
芽
で
は
な
く
、

「
善
根
得
還
續
起
」
で
あ
る
。
地
中

深
く
埋
れ
た
根
が
、
再
び
春
に
會
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に

「
生
善
」
が
續
善
根
の
理
念
で
捉
え
ら
れ
る
か
ぎ
り
、
完
全
な
る

斷
善
根
は
あ
り
え
な
い
は
ず
で
あ
る
。

「聰
明
、
點
慧
、
利
根
」
に
こ
そ
、
斷
善

根
は
あ
り
う
る
の
で
あ
り
、

「
見
行
人
」
に
こ
そ
能
斷
が
成
立
す
る
。
し
か
も
、

こ
の
斷
善
を
起
し
た
見
惑
の
切
り
株
に
こ
そ
、
翻
ず
れ
ば
續
起
の
ひ
ご
ば
え
は
生

ず
る
の
で
あ
る
。
誠
に
惡
に
強
き
も
の
こ
そ
善
に
強
し
と
言
う

べ
き
で
あ
る
。

故
に
衆
生
を
論
じ
て
、
断
善
に
お
い
て
、
聰
明
、
點
慧
、
利
根
と
い
い
、
見
行

人
と
い
う
機
類
と
、
そ
し
て
下
劣
愚
鈍
ど
い
い
、
愛
行
人
と
い
う
機
類
と
に
二
分

し
、
ま
た
續
善
を
論
ず
る
に
當

っ
て
は
、
そ
の
ま
ま
、
利
を
上
品
と
し
、
劣
を
中



品
と
し
て
、
こ
れ
以
外
に

一
闡
提
は
な
く
、
續
善
根
な
き

一
分
闡
提
を
認
め
ず
、

こ
れ
を
論
外
に
置
い
た
本
經
の
主
旨
を
、
法
寶
は
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

「
故
知
師
是
就
二利
鈍
一分
利
者
爲
二
上
品
一
劣
者
爲
二
中
品
一更

無
二
第
三
下
晶
人
一

(43
)

也
」

こ
の

一
闡
提
二
種
の
觀
點
は
、

『
涅
槃
經
』
に
お
い
て
人
間
そ
の
も
の
の
機
類
を

二
種
に
分

つ
と
こ
ろ
か
ら
來
て
い
る
。

一
切
衆
生
に
は
こ
の
二
が
す
べ
て
で
あ
っ

て
、
さ
ら
に
第
三
の
人
は
存
在
し
な

い
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
經
は
次

の
如
く
説

い

て
い
る
。

「
善
男
子
。
人
有
二
二
種
殉

一
者
信
。

二
者
不
信
。
菩
薩
當
レ
知
信
者
是
善
。
其
不

(44
)

信
者
不
二名
爲
ワ善
。」

(巻
第
+
五
、
梵
行
品
第
八
之

一
)

こ
れ
は
世
尊
の
言
で
あ
り
、
菩
薩
摩
訶
薩
に
人
間

の
尊
卑
を
知
る
基
準
は
こ
の
二

で
あ
る
と
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
人
間

の
相
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
言
に
應
じ
て
佛
に
表
白
す
る
迦
葉
菩
薩
の
言
の
中
に
次

の
如
き
句
が
あ
る
。

「
世
尊
。
人
有
三
一種
殉

一
者
見
行
。

二
者
愛
行
。
見
行
之
人
多
修
二慈
悲
殉
愛
行

(54
)

之
人
多
修
二
喜
捨
置

こ
れ
は
人
間
の
性
の
類
型
を
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
修
行
方
便
は
自
己
の
も
つ

傾
向
と
の
對
決
に
よ
る
べ
き
旨
が
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
人
間
を
論
じ
て
二
種

と
し
、
最
上
最
善
の
人
間
以
下
、
無
量
無
数

の
衆
生
の
性
相
と
そ
の
修
行
の
系
列

を
各
二
種
の
構
造
に
よ
っ
て
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
こ
に
は
二
つ
の
觀
點
の
相
關
に
つ
い
て
は
觸
れ
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、

か
く
分

っ
た
二
種
以
外
に
、
さ
ら
に
修
行
に
不
適
當
な
第
三
の
人
間
の
性
相
に
つ

い
て
は
説
か
れ
て
は
い
な
い
。
も
は
や
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
本
經

の
主
旨
が
存
し
、
人
間
觀

の
確
立
が
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
法
寳
は
そ
れ

法
賓
撰

『大
般
涅
槃
經
疏
』
に
お
け
る

一
闡
提
思
想

踏
ま
え
て
か
く
論
じ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
論
拠
を
も

っ
て
、
法
寶
は
慧
遠
と
曇
延
ど
の
兩
師

の
三
種
闡
提

の
説
を
斥
け
、
次
の
如
く
論
斷
し
て
い
る
。

「
詳
日
此
釋
並
非
皮
之
不
レ存
レ毛
將
安
附
元
無
二下
根
闡
提
一
此
語
憑
レ
何
而
読
然

此
經
本
意
不
レ
欲
レ読
二
一
分
闡
提
一佛
不
二爲
説
一因
レ何
文
外
横
立
二下
根
一又
聞
レ經

生
レ信
非
二是
闡
提
一聞
レ經
生
レ謗
佛
不
二
爲
説

一者
亦
違
二聖
教
一如
・文
殊
行
經
文
殊

(46
)

爲
二謗
人
一詭
レ法
聞
者
有
申
大
利
盆
上如
レ
上
己
明
」

兩
師
の
釋
は
下
根
闡
提
を
加
え
、

一
闡
提

の
機
類
を
上
品
と
中
品
と
の
二
種
と
す

る
經
文
の
所
説
に
、
さ
ら
に
下
根
を
加
え
て
三
種
と
す
る
。
そ
れ
は
も
と
も
と
毛

の
な
い
皮
に
殊
更
に
毛
を
く

っ
つ
け
る
所
行
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
經

の
本
意
は

一
分
闡
提
、
鄙
ち
畢
竟
無
性
を
読

か
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
と
法
寶
は
言
う
。
そ
の

證
據
は
、
經
文
の
叙
述
は
次
の
如
く
續
き
、
如
來
は
闡
提

の
た
め
に
法
を
詭
き
、

三
途
に
墮
す
る
衆
生
を
方
便
救
濟
す
る
姿
が

「
淨
人
墜
墮
清
厠
」
の
譬
喩
を
も
つ

て
語
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

「
大
王
。
譬
如
下
淨
人
墜
二墮
清
厠
弔
有
二善
知
識
一見
而
愍
レ之
。
尋
前
捉
レ髪
而

拔
中
出
之
⑳
諸
佛
如
來
亦
復
如
レ是
。
見
三諸
衆
生
墮
三
二
惡
道
殉
方
便
救
濟
令
レ得
二

(47
)

出
離
幻
是
故
如
來
爲
二
一
闡
提

一而
演
二説
法
置

(巻
第
二
+
、
梵
行
品
第
八
之
六
)

「清
厠
」
と
は

『
大
正
藏
經
』
の
脚
註
に
よ
れ
ば

一
本

に
は

「
固
厠
」
ど
あ
り
、

「
か
わ
や
」
の
意
で
あ
る
。
厠
の
中
は
も
と
も
と
人
の
住
す
る
場
所
で
は
な
い
。

墜
墮
以
前
の
厠
外

の
人
は
す
べ
て

「
淨
人
」
で
あ
る
。
法
寶
が
「元
無
下
根
闡
提
」

と
言
つ
た
の
は
こ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
譬
喩
は
難
解
で
あ
る
。

『
阿
奴
波

經
』
に
よ
れ
ば
次

の
如
く
説
か
れ
て
い
る
。

「
阿
難
。
獪
去
レ村
不
レ
遠
有
二大
深
厠
幻
或
人
墮
レ中
沒
在
二其
底
殉
若
人
來
爲
起
二

六

一二



人

文

學

論

集

大
慈
哀
一憐
念
愍
傷
。
求
二義
及
饒
盆

幻
求
二安
隱
快
樂
幻
彼
人
來
已
旋
轉
覗
レ之
而

作
二是
説
殉

此
人
可
レ得
下
一
處
如
一毛

髪
許
一糞
所
壱不
レ汚
令
四我
得
三捉
挽
二出
之
一

耶
。彼
遍
觀
覗
不
レ見
乙此
人
有
二

淨
處
。
如

毛

髪
許
一糞
所
夢不
レ汚
。可
甲
レ得
三手

捉
挽
二出
之
一也
。
如
レ是
阿
難
。
若
我
見
四提
想
達
膨
有
三白
淨
法
如
二
一
毛
一者
。我

不
下
一
向
記
中提
恕
逹
移
必
至
二惡
處

一生
二地
獄
中
而
住
至
一二

劫

一不
う可
二救
濟
置

(48
)

(『申
阿
含
經
』巻
第
二
十
七
)

毛
髪
の

一
筋
で
も
糞
中
に
沒
せ
ず
、
汚
さ
れ
ず
し
て
捉
え
る
も
の
が
あ
れ
が
救
出

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ

一
本
の
毛
筋
ほ
ど
の
一
淨
處
あ
れ
ば
、
深
厠

の
中
か

ら
、

つ
ま
り
は
三
途
の
惡
處
か
ら
挽
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
、

『
阿
奴
波
經
』
に
お
い
て
は
、
提
憩
達
移
に
は
「
白
淨
法
如
二
一
毛
一者
」

す
ら
見
出
し
え
な
か
つ
た
が
た
め
に
、
絡

に
救
濟
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
と
、

失
望
の
裡
に
語
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
涅
槃
經
』
に
お
い
て
は
、
三
惡
道
に
墮

し
た
衆
生
に
對
す
る
救
濟

の
方
便
と
し
て
、

一
闡
提

の
た
め
に
読
法
せ
ざ
る
を
え

な
い
諸
佛
如
來
の
心
情
が
語
ら
れ
て

い
る
。
師
ち
厠
に
墮
ち
た

一
闡
提
す
ら

「
糞

所
不
汚
」
の

コ

淨
處
」
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
如
來

所

化

の
機

と
な

り
、
説
法
の
對
象
と
な
り
う
る
こ
と
、
そ
の
説
法
教
化
に
よ
つ
て
現
在
も
し
く
は

未
來
に
お
い
て
、
墮
落
以
前

の

「
淨
人
」
に
還
る
こ
と
が
示
さ
れ
、

一
闡
提
の
た

め
に
能
化
た
ら
ざ
る
え
な
い
諸
佛
如
來

の
心
意
が
語
ら
れ
て
い
る
。

「佛
不
二爲
読
一者
因
レ何
文
外
横
立
二
下
根
一」

と
は
、

こ
の
心
惰
を
理
解
し
な
い
こ
と
に
封
す
る
法
寶

の
義
憤
の
表
白
で
あ
る
。

そ
れ
は
單
に
慧
遠
や
曇
延
だ
け
に
向

け
ら
れ
て
い
な
か
つ
た
に
相
違
な
い
。
な
ぜ

な
ら
ば
、

一
闡
提
に
三
機
類
あ
り
と
す
る
見
解
は
、
當
時
定
説
と
お
ぼ
し
き
三
晶

衆
生
読
に
由
來
し
、
し
か
も
、
衆
生
を
三
機
に
分

つ
こ
の
觀
點
は
法
相
教
學
の
五

六
四

性
各
別
論
を
根
據
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

法
寶
の

『
一
乘
佛
性
究
竟
論
』
を
反
駁
す
る
慧
沼

の

『
能
見
中
邊
慧
日
論
』
は

『無
上
依
經
』
(梁
眞
諦
譯
)
に
據

つ
て
三
晶
衆
生
を
読
き
、

一
分
無
性
説
を
主
張

し
て
こ
れ
こ
そ
實
教
な
り
と
宣
言
す
る
法
相
教
學

の
立
場
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
に
思
い
及
べ
ば
、
法
寶
が
嚴
し
く
批
到
す
る
慧
遠
、
曇
延

の
釋
は
、
法

寶
に
と
つ
て
は
、
玄
奘
門
下

の
主
流
派

の
主
張
す
る
五
性
各
別
、

一
分
無
性
説
の

假
裝
標
的
に
す
ぎ
な
か

っ
た
と
推
定
す
る
こ
ヒ
は
困
難
で
は
な
い
。

慧
沼
の
『能
見
中
邊
慧
日
論
』
は
、論
中

の
所
引
に
よ
つ
て
法
寶
の

『
一
乘
佛
性

(94
)

究
竟
論
』
よ
り
以
後
の
成
立
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

で
は
、『
涅
槃
經
疏
』

と
上
記
二
著
、
特
に

『
慧
日
論
』
と
の
成
立
の
前
後
は
ど
う
か
。
こ
れ
は
不
明
で

あ
る
。
故
に
そ
う
し
た
著
作

の
前
後
を
不
問
に
附
し
て
考
え
る
に
、
『
慧
日
論
』
は

三
晶
衆
生
説
を

『無
上
依
經
』

の
略
引
に
よ
つ
て
示
し
て
お
り
、
か
く
三
品
衆
生

説
が

『無
上
依
經
』
に
發
す
る
な
ら
ば
、

『
慧
日
論
』
を
ま

つ
ま
で
も
な
く
、
そ

れ
は
梁
、
陳
、
隋
代
を
經
て
、
唐
代

の
玄
奘
門
下
に
お
い
て
封
衆
生
觀
と
し
て
權

威
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
故
に
今
、
『慧
日
論
』
に
據

っ
て
こ
の

読
を
持
出
し
、

こ
れ
を
論
ず
る
こ
と
も
あ
な
が
ち
無
意
義
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

『能
見
中
邊
慧
日
論
』
は
三
箇
所
に
わ
た
つ
て
三
晶
衆
生
読
を
引

用

し

て

い

る
。
そ
の
内
、
卷
第

一
、

「破
妄
通
經
四
」
に
は
、
次
の
二
文
が
あ
る
。

「無
上
依
經
説
レ有
三
二
品
衆
生
℃

一
者
著
有
。
著
有
有
レ
ニ
。

一
者
背
二涅
槃
道
殉

無
二涅
槃
性
幻
不
レ求
二涅
槃
幻
願
二樂
生
死
殉
二
者
於
二我
法
中
絢
不
レ生
二渇
仰
幻

(50
)

誹
二謗
大
乘
一。
此
二
種
別
。
前
是
無
性
。
後
是
有
性
。
」

「無
上
依
經
云
。
有
三
二
品
衆
生
℃

一
者
著
有
。
復
有
三
一種
幻

一
者
背
二
涅
槃
道
殉

無
二涅
槃
性
o
I¥
,求
二涅
槃
鱒
願
二樂
生
死
℃
二
者
於
一一我
法
中

一不
レ
生
二渇
仰
ゆ



誹
二謗
謗
大
乘
℃
阿
難
是
等
衆
生
非
二我
弟
子
℃
佛
非
二彼
師
弔
乃
至
云
以
二生
死
轉
一

作
二
於
後
際

一落
二
闡
提
網
刈
不
レ能
二自
出
ゆ
前
是
無
性
。
後
雖
二有
性
殉
鈍
根
長
時

(51
)

謗
レ
法
不
レ信
。」

こ
れ
ら
は
共
に
三
品
衆
生
を
擧
げ
な
が
ら
、
第

一
品
の
著
有
を
の
み
を
示
す
に
止

っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
こ
こ
で
は
衆
生
の
三
種
を
説
く
の
が
目

的

で

は

な

く
、

「
不
見
彼

一
闡
提
得
成
菩
提
」
、

「
如
枯
木
如
燻
種
等
」
、

「
闡
提
障
未
來

(52
)

故
名
爲
無
性
」
を
読
き
、

「
一
闡
提
等
無
涅
槃
性
」
、
郎
ち

「無
性
之
人
竟
不
成

(53
)

佛
」

の
論
據
を
示
さ
ん
が
た
め
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
文
は
す
べ
て

『無

(54
)

上
依
經
』

の

「
三
晶
衆
生
」
の
全
容
を
傳
え
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
慧
沼
に
は

改
め
て
こ
こ
で
そ
れ
を
掲
げ
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
同
門
周
知
の
知
識
の
上
に
立

っ
て
畢
竟
無
性
を
證
す
れ
ば
足
り
た
の
で
あ
る
。

『無
上
依
經
』
卷
上
、
菩
提
品
第
三
に
は
衣
の
如
く
説
か
れ
て
い
る
。

「
世
間
中
有
三
二
品
衆
生
殉

一
者
著
有
。
二
者
著
無
。
三
者
不
著
有
無
。
著
有
者

復
有
三
一種
ゆ

一
者
背
二涅
槃
道
一無
二涅
槃
性
弔
不
レ求
ti涅
槃
一願
二樂
生
死
℃
二
者

∴

於
二我
法
中
一不
レ生
二渇
仰

一誹
二謗
大
乘
殉
阿
難
。
是
等
衆
生
非
二佛
弟
子
一佛
非
二

大
師

一非
二歸
依
處
殉
如
レ是
入
等
已
住
二愚
盲
鱒
必
堕
二嶮
怖
大
闇
之
中
崎
於
二曠
野

地
一更
入
二黒
穢
棘
刺
稠
林
ゆ

以
二生
死
縛
一作
二於
後
際
④

落
二
闡
提
網

一不
レ
能
二自

出
幻
著
二斷
無
一者
亦
有
三
一種
峭

一
者
行
無
二方
便
殉
二
者
行
有
二方
便
叩
行
無
一一方

便
℃
復
有
三
一人
ゆ

一
者
在
二佛
法
外
九
十
六
種
異
學
外
道
殉
如
一一支
羅
歌
波
育
婆

等
殉

二
者
在
二佛
法
中
一能
生
二信
rj
°

堅
著
二我
見
一不
レ愛
二正
理
鱒

我
読
三此
人

同
一一彼
外
道
幻
復
有
二増
上
慢
人
℃
在
二正
法
中
一觀
レ空
。
生
二於
有
無
二
見
鱒
是
眞

空
者
。
直
二向
無
上
菩
提
二

道
淨
解
脱
門
。
如
來
顯
了
正
論
。
於
レ中
生
二空
見
一

我
説
レ不
レ可
レ治
。
阿
難
。
若
有
レ人
執
二我
見

一如
二須
彌
山

一大
我
不
二警
怪
一亦
不
二

毀
此
見

増
上
慢
人
執
一暑

空
見
ゆ
如
三
一
毛
髪
作
二十
六
分
一我
不
二許
可
殉
行
有
二方

便
一亦
有
二
二
人
ゆ

一
聲
聞
乘
。
唯
修
二自
利

一而
不
レ能
三
爲
利
二盆
他
事
鱒

二
縁
覺

乘
。
少
能
利
レ他
少
事
而
住
得
云
レ足
。
不
レ著
一看

無

一者
。
最
上
利
根
修
二行
大
乘
殉

是
人
不
下
著
二生
死
一如
中
闡
提
⑳
不
下行
無
二方
便

一如
中外
道
加
不
下行
有
二方
便
一如
中

二
乘
加
云
何
而
行
。
觀
ご於
生
死
及
涅
槃
界
夲
等

一
相
ゆ
至
下得
二正
道
一其
心
安
止
⑳

著∴

讐

藹
提
不膂
出

選

磯

麟
郵
塑讖響

不
著
有
無

(最
上
利
根
修
行
大
乘
)

法
寶
撰

『大
般
涅
槃
經
疏
』
に
お
け
る

一
闡
提
思
想

六
五



人

文

學

論

集

住
一一無
住
處
清
淨
涅
槃
殉
遊
二行
生
死

一不
レ被
二染
汚
殉
修
二大
悲
心
一以
爲
二根
本
殉

(55
)

志
力
高
強
堅
住
二不
動
殉
」

以
上
を
大
略
表
示
す
れ
ば
前
竭
の
如

く
で
あ
る
。

『
解
深
密
經
』
の
第
五
無
自
性
相

に
基
づ
い
て
立
て
ら
れ
た
窺
基
の
三
時
教
は

そ
の
分
類
を
初
時
有
教
、
第

二
時
空
教
、
第
三
時
中
道
教
と
す
る
が
、
こ
れ
は
衆

生
を
三
品
に
分

つ
衆
生
觀
と
封
應
し
て
い
る
。
能
化

の
立
場
に
立
っ
て
年
月
と
義

類
に
約
す
れ
ば
三
時
と
な
り
、
所
化

の
側
に
立

っ
て
衆
生
に
望
め
ば
、
か
く
三
品

と
な
る
。
慧
遠
の
三
品
闡
提
の
説
は

「
信
」
と

「謗
」
と
に
よ
っ
て
次
の
如
く

一

(56
)

闡
提
を
分
類
し
て
い
る
。

∴
細離
罫

t
l

I

,

こ
れ
を
衆
生
の
三
品

に
對
比
す
れ
ば
、

一
闡
提

の
上
品
は
衆
生
の
著
無
、
し
か

も
行
無
方
便
中
の
在
佛
法
中
能
生
信
心
に
、
ま
た
中
品
は
在
佛
法
外

異

學

外

道

に
、
そ
し
て
下
品
は
著
有
の
無
涅
槃
性
と
誹
謗
大
乘
に
、
そ
れ
ぞ
れ
相
當
す
る
。

法
寶
に
こ
れ
を
次
の
如
く
評
し
て
い
る
。

(57
)

「
又
聞
レ經
生
レ信
非
一一是
闡
提
一聞
レ經
生
レ謗
佛
不
二爲
説
一者
亦
違
一一聖
教
一」

前
句
は
慧
遠
が
闡
提
の
三
晶
を
衆
生

の
三
品
に
よ

っ
て
立
て
、
擴
大
解
釋
し
よ
う

と
し
た
た
め
に
生
じ
た
破
綻
を
突
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
慧
遠
が
闡
提
中
の

一
品

と
し
て
規
定
し
た
上
品
は
實
は
闡
提

で
は
な
く
衆
生
の
中
晶
、
著
無
の
中
に
見
出

さ
れ
る
。
か
く
見
れ
ば
、
法
寶
は
三
晶
衆
生
読
を
逆
手
に
執

っ
て
、
闡
提
の
申
に

六
六

す
で
に
闡
提
を
脱
す
る
要
因
の
あ
る
こ
と
を
慧
遠
の
言
か
ら
引
き
出
し
た
と
見
る

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
慧
遠
の
い
う
下
晶
闡
提
、
師
ち

(58
)

「
現
聞

(經
法
)
不
レ
信
誹
謗
不
レ受
。

(略
)
第
三
不
信
佛
不
一一爲
説
殉」

と
は
、
ま
さ
に
畢
竟
闡
提
の
指
摘
で
あ
ろ
う
が
、

こ
れ
は
三
品
衆
生
中

の
著

有

(部
ち
闡
提
)
に
相
當
す
る
。
法
寶
は
こ
れ
を

「
違
聖
教
」
と
し
て

斥

け

て

い

る
。
著
有
は

「
落
闡
提
網
不
能
自
出
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

『涅
槃

經
』
に
読
か
れ
た
、

「尋
前
捉
レ髪
而
拔
二出
之
殉
諸
佛
如
來
亦
復
如
レ是
。
見
三諸
衆
生
墮
三
二
悪
道
幻

(59
)

方
便
救
濟
令
レ得
二出
離
崎
是
故
如
來
爲
二
一
闡
提
一而
演
二論
法
ゆ
」

と
い
う
救
濟
の
餘
地
を
殘
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
法
寶
は

『無
上
依

經
』
の
三
品
衆
生
中
の
著
有
の
文
中
の

「
不
能
自
出
」
の

一
句
に
楔

を

打

ち

込

み
、
方
便
救
濟
の
可
能
性
の
間
隙
を
開
い
て
見
せ
、

『無
上
依
經
』
の
衆
生
の
三

晶
に
よ
っ
て
衆
生

一
分
無
性
説
を
立
て
る
こ
と
の
非
を
暗
に
示
し
、
か
く
し
て
法

相
教
學
に
挑
ん
だ
の
で
あ
る
。

『
一
乘
佛
性
究
竟
論
』
卷
第
三
に
は

『
涅
槃
經
』
卷
第
二
十
七
、
獅
子
吼
菩
薩

品
第
十
之

一
か
ら
引
用
し
て
、

一
闡
提
に
は
そ
れ
自
身
、
闡
提
を
破
す
る
佛

の
智

徳
、
果
性
が
因
位
に
お
い
て
具
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
次
の
よ
う
に
逋

べ

て

い

る
。「

又
二
十
七
云
佛
性
者
所
謂
十
力
四
無
所
畏
大
悲
三
念
處

一
切
衆
生
悉
有
三
二
種

破
煩
惱

一故
然
後
得
レ見

一
闡
提
等
破
二
一
闡
提

一然
後
得
二
十
力
四
無
所
畏
大
悲
三

念
處
一以
二是
義
一故
我
常
宣
三読

一
切
衆
生
悉
有
二佛
性

一准
レ此

一
切
衆
生
有
二果

(60
)

性

一也
亦
是
見
二果
性
一也
」



五
、

「
未
合
藥
」
と

「
而
爲

説
法
」

(61
)

こ
の
疏
に
引
用
ざ
れ
た
曇
延
の
説
は
す
で
に
上
記
し
た
如
く
で
あ
る
が
、
法
寳

は
直
接
こ
れ
に
つ
い
て
は
評
言
を
下
し
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、

「後
之

一
種
不
レ可
二爲
説
一經
言
二未
合
藥
一似
レ是
下
根
不
二爲
説
一也
」

の
一
句
に
つ
い
て
は
間
接
的
に
こ
の
疏

の
直
前
の
部
分
で
取
扱

っ
て
い
る
。
そ
れ

は

「未
合
藥
」

の
解
釋
を
め
ぐ

っ
て
の
批
到
で
あ
る
。
曇
延
は
、
後
の

一
種
印
ち

下
根
闡
提
は

『
涅
槃
經
』
の

「
未
合
藥
」
に
喩
え
ら
れ
た
病
者
に
相
當
し
、
良
醫

が

つ
い
に
合
藥
調
劑
せ
ず
に
絡

っ
た
よ
う
に
、
佛
も
爲
に
説
き
た
ま
わ
ず
に
絡
る

の
だ
と
言
う
。

經
文
に
徴
す
れ
ば
そ
の
説
話
は
次
の
如
く
で
る
。

こ
こ
に
病
者
が
あ
る
。
親
族
は
使
い
を
出
し
て
醫
師
を
呼
び
に
や
る
。
良
醫
は

使

い
の
面
相
を
占
い
、
日
を
占
う
。
使

い
に
案
内
さ
せ
る
路
上
に
あ
つ
て
、
行
き

会
う
人
、
出
合
う
風
物
を
占
い
、
そ
の
こ
と
ご
と
く
が
不
治
の
病

の
兆
し
と
到
ず

る
。
病
者
の
宅
に
入
り
、
病
人
を
診
る
。
瞻
病
の
人
に
問
い
、
病
者

の
體
臭
を
嗅

ぐ
。
種
々
の
相
を
檢
し
絡

っ
た
後
、
病
勢
は
必
死
と
診
斷
す
る
。
し
か
し
醫
者
は

そ
れ
を
語
ら
な
い
。

「爾
時
良
醫
見
二如
レ是
等
種
種
相
一己
。
定
知
二病
者
必
死
不
ワ疑
。
然
不
三定
言
二

是
人
當
τ
死
語
二瞻
病
者
幻
吾
今
劇
務
明
當
二更
來
殉
隨
二其
所
7須
恣
レ
意
勿
レ遮
。

印
還
レ家
明
日
使
到
復
語
レ使
言
。
我
事
未
レ訖
兼
未
レ合
レ藥
。
智
者
當
レ
知
如
レ是

(62
)

病
者
必
死
不
レ
疑
。
」

(『大
般
涅
槃
經
』
巻
第
二
十
、
梵
行
品
第
八
之
六
)

以
上
が
縷
々
語
ら
れ
た

一
編
の
説
話
の
粗
筋
で
あ
る
。

法
寶
撰

『大
般
涅
槃
經
疏
』
に
お
け
る
一
闡
提
思
想

慧
遠
は

『
義
記
』
に
お
い
て
こ
の
論
話

の
プ

ロ
ッ
ト
の
一
々
が
「
乘
機
赴
化
喩
」

で
あ
る
と
し
、
詳
細
に
合
喩
を
試
み
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
に
、

「
佛
未
三量
レ機
以
授
二其
法
一名
二未
合
藥
一喩
相
難
レ識
不
レ可
二盡
合
一設
有
レ合
者

(63
)

未
レ可
二專
定
一」
(『大
般
涅
槃
經
義
記
』巻
第
六
)

と
述
べ
、
何
ゆ
え
に
良
醫
が
調
劑
投
藥
し
な
か

っ
た
か
の
理
由
は
師
斷
し
が
た
い

と
、
結
論
を
保
留
し
て
い
る
。

こ
れ
に
封
し
て
法
寶
は
、

「
詳
日
醫
人
占
レ病
不
レ差
之
相
有
二其
多
種
壷
ハニ
一
闡
提
不
信
之
相
一事
不
ご全
同
一

(64
)

由
二
此
合

一文
合
少
分
也
」

と
言
い
、
こ
の
説
話
を

「
乘
機
赴
化
喩
」
と
す
る
慧
遠
の
説
、
ま
た
こ
れ
を
受
け

た
と
お
ぼ
し
き
曇
延
の
、
「未
合
藥
」
と
は

「
下
根
不
二爲
説
一」
の
喩
え
で
あ
り
、

畢
竟
し
て
盆
な
き
も
の
に
封
し
て
は
佛
は
爲
に
説
き
た
ま
わ
ず
、
絡

に
不
説
に
絡

る
、
必
死
の
病
者
に
對
し
て
良
醫
は
絡
に
匙
を
投
げ
る
に
至
る
が
如
し
と
す
る
説

は
、
兩
者
共
に
、
誤
り
で
あ
る
ど
斷
じ
て
い
る
。

彼
の
見
る
と
こ
ろ
で
は
、
こ
の
説
話
は

一
闡
提

の
樣
相
、
師
ち
善
根
を
斷
じ
て

ゆ
く
姿
は
病
者
に
喩
え
れ
ば
か
く
の
如
き
だ
と
読
か
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
經
文
の

「
如
レ是
病
者
必
死
不
レ疑
」
と
は
、
か
く
の
如
き
樣
相
に
お
い
て
は
必
ず
善
根
を

斷
じ
盡
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
ど
い
う
譬
喩

で
あ

っ
て
、
そ
れ
以
外
で
は
な
い
と

主
張
す
る
。
諸
佛
如
來
の
説
法
は
そ
の
後
に
始
ま
る
の
で
あ
る
。

「
準
二經
文

一病
喩
二闡
提
部
是
已
斷
レ善
者

一言
下不
レ可
二療
治
一者
師
是
必
死
不
夢

(65
)

可
レ治
レ病
古
師
合
喩
似
非
二經
意
一皆
將
二必
死
一謂
三必
斷
二善
根
一」

「
不
可
療
治
」
と
は
醫
師
の
側
か
ら
言
わ
れ
た
の
で
は
な
い
。
病
者

の
側
か
ら
そ

の
病
歌
が
必
死
で
あ
り
、
治
癒
の
見
込
み
の
な
い
状
態
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ

六
七



入

文

學

論

集

た
の
で
あ
っ
て
、

「必
死
」
と
は
必
斷
善
根
と
い
う
紹
望
的
な
状
態
の
表
白
で
あ

る
。

こ
の
法
寶

の
所
論
は
言
外
に

『涅
槃
經
』
の
次
の
如
き
經
文
の
意
を
含
ま
せ

て
い
る
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
迦
葉
。
世
有
三
二
人
一其
病
難
レ治
。

一
謗
二大
乘
幻
二
五
逆
罪
。
三

一
闡
提
。

如
レ是
三
病
世
中
極
重
。
悉
非
三聲
聞
縁

覺
菩
薩
之
所
二能
治
殉
善
男
子
。
譬
如
二

有
レ病
必
死
難
7治
。
若
有
二
瞻
病
隨
意
醫
藥
叩
若
無
二瞻
病
隨
意
醫
藥
殉
如
レ是
之

(66
)

病
不
レ可
レ治
。
當
レ
知
是
人
必
死
不
レ疑
。
」

(巻
第
+

一
、
現
病
品
第
六
)

法
寶
の
疏
は
簡
潔
に
叙
さ
れ
て
は

い
る
が
、
以
上
の
意
向
は
疏

の
立
論

の
形
式

か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

疏
は
經
文
の
こ
の
章
句

(前
掲
、
卷
第
二
+
、
梵
行

品
第
八
之
六
)
の
前
後
を
捉
え
て
、

「
智
者
當
レ
知
如
レ是
病
者
必
死
不
レ疑
。
」

と
、
こ
れ
に
直
結
す
る
も
の
と

一
見
し
て
讀
み
過
さ
れ
易

い
次

の
行
文
、

(67
)

「
大
王
。
世
尊
亦
爾
。
於
一二

闡
提
輩

一善
知
二根
性
一而
爲
詮
レ法
。
何
以
故
。」

と
の
間
に
は
、
は
っ
き
り
と

一
線
が
劃
さ
れ
て
い
る
と
す
る
見
解
を

示

し

て

い

る
。

「
世
尊
亦
爾
」
と
は
病
者
を

「
必
死
不
疑
」
と
診
斷
し
た
良
醫
が
藥
を
合
せ

ず
、
そ
の
た
め
に

「
如
是
病
者
必
死
不
疑
」
と
診
立
て
の
と
み
り
に
な
る
と
い
う

の
は
、
世
尊
の
赴
化
の
喩
え
で
は
な

い
。

「
亦
爾
」
は

「善
知
根
性
」
に
係

っ
て

い
る
。
こ
こ
で
醫
[師
は
匙
を
投
げ
た
。

し
か
し
、

「
見
如
是
等
種
種
相
已
」

っ
た

良
醫
と
同
じ
く
入
念
を
重
ね
て

「
善
知
根
性
」
る
こ
と
が
で
き
た
世
尊
は
こ
こ
で

良
醫
と
は
違

っ
て
、
聲
聞
、
縁
覽
、
菩
薩
の
な
し
え
な
か
っ
た

「
而
爲
説
法
」
に

踏
み
切
り
た
ま
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

「
而
」
は
良
醫
と
世
尊
と
の
隔
繦
封
比
の

語
で
あ
り
、
兩
者
の
譬
喩
關
係
が
こ
こ
で
睨
し
た
こ
と
を
表
す
標
識
で
あ
る
。
(68

)

「經
日
何
以
故
至
二而
演
説

一第
二
別
釋
下
爲
二闡
提
一説
レ法
意
上也
其
文
有
レ五
」

六
八

法
寶
は
こ
の
よ
う
に
章
を
分
け
て
い
る
。

「
何
以
故
」
か
ら

「
淨
人
墜
墮
清
厠
」

(69
)

の
譬
喩

の
末
尾
の
句

「
而
演
説
法
」
ま
で
を

一
章
と
し
、「
爲
闡
提
詮
法
意
」
を
釋

す
る

「第
二
別
釋
」
と
し
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
こ
で
注
目
す

べ
き
は
、
「
大
王
。

世
尊
亦
爾
。」
で
區
切
ら
ず
、

「
何
以
故
。」
で
區
切

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
配

慮
は
、

「於

一
闡
提
輩
善
知
根
性
而
爲
説
法
」
の
句
を

「
未
合
藥
」
の
説
話
の
末

尾
に
食
込
ま
せ
て
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
「未
合
藥
」
が
決
し
て

「佛
不
爲
説
法
」

の
喩
え
で
は
な
い
こ
と
を
到
然
と
印
象
づ
け
る
た
め
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
て
お
い
て
、
法
寶
は
以
下

の
經
文
を
釋
す
る
の
に
「第

二
別
釋
」
と
し
、

順
次

に

「第

一
爲
レ息
一譏

謗

こ
、
「
第
二
顯
二慈
李
等
一」
、
「第
三
與
作
二善
因
一」、

「第
四
明
二根
差
別
一」
、

「第
五
明
三能
濟
三
二
途
こ

の
五
章
を
設
け
て
い
る
。

い
ず
れ
も

一
闡
提

の
た
あ
に
な
さ
れ
る
詭
法
の
意
義
の
解
明
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
法
寶

の
釋
で
は
、

「未
合
藥
」

の
經
文
と

「
爲
説
法
」
の
經
文
と
の

二
者
は
置
か
れ
て
い
る
地
盤
が
全
く
異
質
な
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は

『
涅
槃
經
』
そ
の
も
の
の
構
造
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
。

常
盤
大
定
博
士
は
そ
の
著

『
佛
性
の
研
究
』
に
お
い
て
、

「
一
闡
提
に
關
し
て
、

『
涅
槃
經
』
に
は
、
如
來
性
晶
を
中
心
と
せ
る
思
想
と
、

迦
葉
品
を
中
心
と
せ
る
思
想
と
の
間
に
於
て
、
全
く
相
異
る
解
決
を
爲
せ
る
を
見

る
。
前
者
よ
り
せ
ば
、
闡
提
不
成
と
な
り
、後
者
よ
り
せ
ぼ
、闡
提
成
佛
と
な
る
。

か
の
兩
系
の
思
想
は
、
こ
の
二
つ
の
頂
點
を
出
發
點
と
し
て
來
れ
る
も
の
な
り
。

斯
く
見
る
時
は
、

『
涅
槃
經
』
の

一
闡
提
思
想
の
研
究

は
、
佛
教
教
理
史
上
、
頗

(70
)

る
興
味
あ
る
問
題
と
な
る
を
以
て
、
特
に
之
が
研
究
を
爲
す
の
要
あ
り
。
」

と
述

べ
、
『
大
般
涅
槃
經
』
(四
十
巻
本
)

を

一
闡
提
思
想
の
上
か
ら
三
部
に
分
け
、

初
め

「
不
治
」
と
さ
れ
た
も
の
が
、
後
に
救
濟

の
對
象
と
な
る
過
程
を
經
の
構
造



の
上
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

第

一
部
は
如
來
性
品
を
中
心
と
し

た
前

六
品

(壽
命

・金
剛
身

.
名
字
功
徳

.
如

來
性

・
大
衆
所
問

・
現
病
の
各
品
)
で
、

一
闡
提
不
成
佛

の
主
張
。

第
二
部
は
聖
行

・
梵
行

・
嬰
兒
行
の
三
品
。

第
三
部
は
迦
葉
晶
を
中
心
と
し
た
後
四
品

(徳
王
・
獅
子
吼
・
迦
葉

.
僑
陳
如
の
各

(71
)

品
)
で
、

一
闡
提
成
佛
の
主
張
。

こ
の
構
造
に
お
い
て
、
第

二
部
は
、
第

一
部
か
ら
第
三
部

へ
の
思
想
的
發
展
の
過

渡
的
段
階
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
そ

の
言
に
よ
れ
ば
、
「
兩
端
の
橋
梁
」
で
あ
る
。

今
、
問
題
と
す
る
箇
所
は
、
卷
第

二
十
、
梵
行
品
で
あ
り
、
ま
さ
に

「
兩
端
の

橋
梁
」
部
に
當
る
。
慧
遠
な
ら
び
に
曇

延
は
こ
れ
を
第

一
部

の
不
成
佛

の
主
張
の

延
長
と
し
て
捉
え
、
法
寶
は
第
三
部

の
成
佛

の
主
張

の
先
驅
と
し
て
受
止
あ
て
い

る
。
先
の
釋
で

「未
合
藥
」
の
部
分
を
簡
潔
に
扱

い
、
こ
こ
に
筆
を
改
め
て

「第

二
別
釋
爲
闡
提
読
法
意
也
」
と
標
記

し
、
五
章

に
わ
た
る
註
疏
を
展
開
し
た
法
寶

は
、
相
異
な
っ
た
潮
流
の
潮
目
に
氣
つ

い
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
、

一
闡
提

に
未
來
生
善
と
い
う
理
論
的
根
據
が
與

え
ら
れ
、

一
乘
佛
性
論
と
し
て
の
展
開

の

基
盤
が
形
成
さ
れ
、

一
分
無
性
論
者

と
の
論
諍
の
據
點
が
設
定
さ
れ

た

の
で

あ

る
。註

記

(
1
)
『
玻
碾
版

大
般
浬
槃
經
疏
』
解

説
、

一
ペ
ー
ジ
。

(
2
)
鈴
木
學
術
財
團
編
、
『大

日
本
佛
教
全
書
』
第
九
六
卷
、
二
七
九

ペ
ー
ジ
上
。

(
3
)
『
玻
璃
版

大
般
涅
槃
經
疏
』
解
説
、

一
〇
i

一
二

ペ
ー
ジ
。

(
4
)
『
日
本
佛
敏
史

の
研
究
』
第

一
卷
、

=

六
1

ご
七
ペ
ー

ジ
。

(
5
)

『
佛

敏
史

學

』
第

三

卷

第

一
號

、

三

一
ペ
ー

ジ
。

法
寶
撰

『大
般
浬
槃
經
疏
』
に
お
け
る

一
闡
提
思
想

(
6
)
『
大
日
本
佛
数
全
書
』
第

九
五
卷
、

一
〇

ペ
ー
ジ
。
△
は
鸞
宿

の
加
筆
を
示

す
。
(
『
大

,

日
本
佛
敏
全
書
』
第

九
九
卷
、

二
五
八

ペ
ー
ジ
上
。
)

(7
)
同
右
、

六
九

ペ
ー
ジ
上
。

(8
)
『
惠
心
僣
都
全
集
』
第

ご
卷
、

二
〇
四

ペ
ー
ジ
。

(9
)
『
一
乘
要
決
』
序
文
、
「
余
。
寛
弘
丙
午

歳
冬
十
月
。
病
中
歎
日
。
雖
・
遐
二
佛
法
↓
不
・

了
二佛
意

殉
若
終
空
レ手
。
後
悔
何
追
。
爰
經
論

文
義
。
賢
哲
章
疏
。
或
令
二
人
尋
り
或

自
思
擇
。
全
捨

二自
宗
他
宗
之
偏
黨
殉
專
探
二權
智
實
智
之
深
奥
↓
邃
得
二
一
乘
眞
實
之

理
。
五
乘
方
便
読

一者
也
。
既
開
二
今
生
蒙
殉
何
遺
二
夕
死
之
恨
ご

(
『
惠
心
僭
都
全
集
』

第

二
卷
、

一
ペ
ー
ジ
。
)

(
10
)
『
大
日
本
佛
教
全
書
』
第
四
二
卷
、

一
八
六
ペ
ー
ジ
下
。

(
11
)
同
右
」
第

九
五
卷
、

二
六
九

ペ
ー
ジ
中
。

(
12
)
『
大
正
蔵
經
』
第

五
〇
卷
、

七
二
七
ペ
ー

ジ
上
。

(
13
)

同

右

、

二
七

ご

ペ
ー

ジ
上

ー

中

。

(
14
)

『宋
高
僣
傳
』
譽
第
四
、
「
初

奘
嫌

二古
翻
倶
舎
義
多
缺
ゆ
然
躬
得
二
梵
本

一再
譯
二
眞
文
↓

乃
密
授
レ光
多
是
記
一憶

西

印
薩
婆
多
師
口
義
殉
光
因
著
レ
疏
解
剣
。
」

(『
大
正
蔵
經
』
第

五
〇
巻
、

七
二
七

ペ
ー
ジ
上
。
)

(15
)

『大

日
本
佛
教
全
書
』
第

ご

一
卷
、
六

ペ
ー
ジ
。

(16
)
『大
正
蔵
經
』
第

四

一
卷
、
八

ぺ
ー
ジ
下
。

(17
)
同
右
、
四

六
六

ペ
ー
ジ
中
。

(18
)
こ
の
指
摘

は
湛
慧
撰

『阿

毘
達
磨
倶
舎
論
指
要
鈔
』
卷
第

一

(『
大
正
藏
經
』
第

六
三

卷
、

八
〇
八
ペ
ー

ジ
)

に
な
さ
れ

て
い
る
。

(
19
)
『
大
正
藏
經
』
第

六
一二
卷
、
八
〇
八

ペ
ー
ジ
上
。

(
20
)
『
大
正
藏
經
』
第

五
五
卷
、
五
六
八
ペ
ー
ジ
申

。

(
21
)
金
澤
文
庫
所
藏
、
大
開
業
寺
沙
門
法
寶
述

『
一
乗
佛
性
灌
實
論
』
、

略
述
綱
要
章
第

一
、
「
理

心
爲
二其

本
性
一亦
日
二
正
因

一迷
有

二輕

重
六
趣
不
同

一悟
有

二淺
深

三
乘
性
別

一

迷
悟
之
業
爲
二
其
客
性

一亦
日

二縁
因

二

切
衆
生
理
心
李
等
正
因
同

也

迷

悟

有
レ別

縁

因
異

也
正
因
同
故
皆
應
レ
證
二得
阿
耨
菩
提

一縁
因
異
故
分

二其

五
性

一」

(
卷
上
、

一
丁

左
。
返
點
は
私

に
施
し
た
も

の
で
あ
る
。
)

(
22
)
原
典
は
田
中
光
顯
氏
所
藏
、
刊
本
は
『大

日
本
續
藏
經
』
第

九
五
套
に
收
録
。

六
九



人

文

學

論

集

(23
)
『佛
書
解
説
大
辭
典
』
第

一
卷
、

一
四
六
ペ
ー
ジ
。

(24
)
『
惠
心
僣
都
全
集
』
第

二
卷
、
八

ペ
ー
ジ
。

(25
)
『
石
山
寫
經
箋
』
、
お
よ
び
惠
谷
隆
戒
博
士

の
論
文

『
一
乘
佛
教
受
容

の
形
態
i

特

に
法
寳

の

一
乘
佛
性
究
竟
論
と
そ

の
影
響

1

』

(『
佛
教
史
學
』
第
三
卷

第

一
號
、

二
九

ペ
ー

ジ
。
)

(
26
)

同

右

、

『佛

教

史

學

』

三

三

ペ
ー

ジ
。

(
27
)
『
龍
谷
學
報
』
第
三
〇
九
號
、

一
三
二
ー

五

ペ
ー
ジ
。

(
28
)
『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
第

一
二

卷

第

一
號
、

二
七
九
1

ご
八
二
ペ
ー
ジ
。

(29
)
『
大
正
藏
經
』
第

一
二
卷
、
四
八
ニ

ペ
ー
ジ
中
。

(30
)

「
生
善
」
と
は

「續
善
根
」
と
同
じ
概
念

と
み
な
す

こ
と
が
で
き
る
。

こ
の

「
生
」

は

「
續
」

の
結
果
で
あ
り
、

「
續
」
は

「
生
」

の
根
據

で
あ
る
と
い
う
觀
點
に
よ

る
。
『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
卷
第
十

七
に
、

「善
根
斷

已
由
レ何
復

績
。
由
二
疑
有
見
↓

謂
因
果
申
有
レ
時
生
レ
疑
。
此
或
應
レ
有
。
或
生
二
正
見
一定
有
非
レ
無
。
爾
時
善
根
得

還
續

起
。
善
得
起
故
名

二續
善
根
ご

(『
大
正
藏
經
』
第

二
九
卷
、

八
九
ぺ
t
ジ
申

)

と
述

べ
、

「
生
」
は

「
還
續
起
」
と
さ
れ
て

い
る
。

(31
)
『大
般
涅
槃
經
疏
』
卷
第

一
〇
、

一
〇
丁
右
。
返
點

は
私

に
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

以
下
同

じ
。

(32
)
卷
第
十
、

「
汎
論

二闡
提

一具
有
三
二
種
↓

一
者
上
品
現
聞

二經
法

一微
能
生
レ
信
。

二

者
中
品
現
聞
二
經
法

一不
レ
信
不
レ
謗
。
遠
能
發
二
生
未
來
善
根
殉
三
者
下
品
現
聞
不
レ

信
誹
謗
不
レ
受
。
今
擧
二
前

二
殉
第

三
不
信
佛
不
二爲
論

一故
略
不
レ
舉
。」

(『
大
正
藏

經
』
第
三
七
卷
、

七
七
七
ペ
ー
ジ
中
。
)

(
33
)
布
施
浩
岳
著

『
涅
槃
宗
之
研
究
』
後
篇
、
五
六
九
ー

七
〇

ペ
ー
ジ
。

(34
)
曇
延

の

『
涅
槃
經
疏
』

は
散

逸
し
て
傳
わ
ら
な
い
。
法
寶
所
引

の
文

は
そ

の
貴

重

な
片
鱗

で
あ
る
。
前
註

參
照
。

(35
)
『大
般
涅
槃
經
疏
』

卷
第

。一
〇
、

一
〇
丁
左
。

(36
)
同
右
、

日
O
丁
右
。

(37
)

『大
般
涅
槃
經
』
卷
第
三
五
、

迦
葉
菩
薩
品
第

一
二
之
三
、
『
大
正
藏
經
』
第

一
二
卷
、

五
七
〇

ペ
ー
ジ
下
。

(
38
)
同
右
、
『大

正
藏
經
』
第

=

一卷
、
五
六
九
ペ
ー
ジ
下
。

七
〇

(39
)
同
右
、
『
大
正
藏
經
』
第

一
二
卷
、
五
七
〇
ぺ
ー
ジ
下
。

(40
)
『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』

卷
第

一
七
、
「
爲
三何
行
者
能
斷
二善

根
殉
唯
見
行
人
非

二愛
行

者
蛤
諸
愛
行
者
惡
阿
世
耶
極
躁
動
故
。
諸
見
行
者
惡
阿
世
耶
極
堅
深
故

。」

(
『
大

正
藏
經
』
第

二
九
卷
、
八
九
ペ
ー
ジ
中
。
文
申

「
諸
見
行
者
」

と
あ
る
の
は
脚
註
に

ょ
れ
ぼ

「
謂
見
行
者
」
と
さ
れ
て
い
る
。
後

者
を
裸

る
べ
き
か
。
)

(
41
)
『
大
般
涅
槃
經
疏
』
卷
第

一
〇
、

一
〇
丁
右
。

(
24
)
本
論
、
註

(
30
)
參
照
。

(
M4
)
『
大
般
涅
槃
經
疏
』

卷
第

一
〇
、

一
〇
丁
右
-

左
。

(44
)

『
大

正
藏

經

』
第

一
二

卷
、

四

五

二

ペ

ー

ジ
中

。

(45
)
同

右

、

四

五

二

ペ
ー

ジ

下
。

(46

)

『大

般

涅

槃

經

疏
』
卷

第

一
〇
'

1
0
}-
,左

。

(
47

)

『大

正

藏

經
』
第

一
二
卷

、

四

八

二

ペ

ー

ジ
中

。

(
48
)

『
大

正

藏

經
』
第

一
卷

、

六

〇

〇

ペ
ー

ジ
下
i

一
ペ

ー

ジ
上

。

(
49
)
た
と
え
ば

『
慧
日
論
』
卷
第

一
の

「
五
破
定
顯
密
」
お

よ
び

「
六
破
縁

正
佛
性
執
」

に
お
け
る
所
引

の
文
は
、
現
存
す

る

『
究
竟
論
』

卷
第

三

(
『大

日
本
續
藏
經
』
所

收
)
の
文

に
相
當
す
る
。

(50
)
『大

正
藏
經
』
第

四
五
卷
、
四

一
三
ペ
ー
ジ
中
。

(
51
)
同
右
、
四

一
六
ペ
ー
ジ
下
。

(
52
)
同
右
、
四

ご
ニ
ペ
ー
ジ
中
。

(
53
)
同
右
、
四

一
六
ペ
ー
ジ
下
。

(
54
)
『
慧
日
論
』
の
他

の

一
箇
所
、
卷
第

四
、
「
明
闡
類
異
三
」
に
お

い
て
も
同
樣

で
あ
る
。

(同
右
、
四
四

一
ペ
ー
ジ
中
。)

(
55
)
『
大
正
藏
經
』
第

一
六
卷
、
四

七

一
ペ
ー
ジ
上
ー

下
。

(
56
)

本

論

、
註

(
32
)

參

照

。

(
57
)

『大

般

涅

槃

經

疏
』

卷
第

一
〇

、

一
〇
丁

左

。

(58

)
本

論

、

註

(32

)

參

照
。

(
59

)
本

論

、

註

(
47

)

參
照

。

(
60
)
『大

日
本
績

藏
經
』
第
九
五
套
、
第

一
輯
、
第

四
冊
、

三
七
六
丁
右
下
ー

左
上
。

(
61

)
本

論

、

註

(
35

)

參
照

。



(
62
)

『大
正
藏
經
』
第

一
二
卷
、
四
八
二
ペ
ー
ジ
上
。

(
63
)
同
右
、
第

三
七
卷
、
七
七
七
ぺ
ー
ジ
上
。

(
64
)
『
大
般
涅
槃
經
疏
』
卷
第

一
〇
、

一
〇
丁
右
。

(
65
)
同
右
。

(
66
)
『
大
正
藏
經
』
第

=

一
卷
、

四
三

一
ペ
ー
ジ
中
。

(
67
)

同

右

、

四

八

二

ペ

ー

ジ
上

ー

中

。

L

(
68
)
『
大
般
涅
槃
經
疏
』
卷
第

一
〇
、

一
〇
丁
右
。

(69
)
本
論
、
註

(
47
)
參
照
。

(
70
)

『佛
性

の
研
究
』

(昭
和

五
年
版
)
、

三
七
ペ
ー
ジ
。

(71
)
横

超
慧

日
博
士
著

『
湟
槃
經
』

に
よ
れ
ば
、

こ
の
經

の
成
立
段
階
を
五

つ
の
觀
點
か

ら
、
第

一
集
よ
り
第

七
集
ま

で
に
分
類
、
上
記
第

二
部
は
こ
こ
で
は
第
三
集
に
相
當

し
、
現
病

・
梵
行

・
嬰

見
行

の
四
品
が
擧
げ
ら
れ

て
い
る
。
(
四
四
ぺ
ー
ジ
)

■

法
寶
撰

『大
般
涅
槃
經
疏
』
に
お
け
る
一
闡
提
思
想

七

}




